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研究成果の概要 

 

1) 有機超伝導体の誘導放出と第二高調波発生の実験、理論研究をまとめ、無散乱時間領域内

における強相関電子のコヒーレント運動や空間反転対称性の破れと、超伝導の関係を考察した

（Faraday discussion 2022(1)）（岩井、米満、岸田グループ）。2) キタエフスピン液体物質α-RuCl3

における時間反転対称性の破れを反映する巨大な磁気光学効果の機構を、6 fsパルスを用いた

過渡偏光回転、反射率変化測定と量子多体理論から明らかにした。α-RuCl3の光磁気効果は、

反強磁性体における逆ファラデー効果とは異なる機構、すなわち、多軌道間のコヒーレントな電荷

ホッピングに由来することが明らかになった（Phys. Rev. Res. 2022(2), J. Phys. Soc. Jpn. 2022）（岩

井、大串、米満、岸田グループ）。3) 強相関ディラック反金属 SrIrO3において、6 fsパルスを用い

た過渡反射測定とラマン散乱の結果と理論解析から、電子系が熱平衡に達する以前の電荷のコヒ

ーレント状態を捉えることに成功した。また、フロケ理論に解析から、時間反転操作に対する性質を

反映した、異常ホール効果、スピンホール効果における円偏光のヘリシティ依存性を明らかにし

た。 (Communication Phys. 2023(3))。また、この強相関ディラック半金属 SrIrO3において標準物

質 Ptの約 3倍という高い電流スピン流変換効率を持つことを見出し、今後光機能開拓への利用

が期待できる（Appl. Phys. Lett, 2022(4)）。さらに、電気化学ドーピングによるフェルミ面制御技術

の開発を進め、超高速分光のフェルミエネルギー依存性の測定が可能になった (J. Appl. Phys 

2022(5))。（岩井、松野、岸田、米満グループ）。4) 第二高調波発生が許容な磁気四極子秩序系

物質 Ba1-xKxMn2As2において、遍歴電子系における電気磁気効果に起因した現象と見做せる、顕

著な異方的磁気抵抗効果を観測した（Phys. Rev. B 2022(6)）（大串グループ）。 
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